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承第１号 

 

専決処分の承認について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、

次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認

を求める。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

                   瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

専第１１号 

 

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１２号） 

 

 令和２年度瑞浪市の一般会計補正予算（第１２号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２５，７００千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２，４４７，８００

千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第２条 既定の繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 

令和３年１月２６日 専決 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

15 国 庫 支 出 金 ６，７８３，０７０ ２２５，７００ ７，００８，７７０

1 国庫負担金 １，３７０，１５７ １６８，４４４ １，５３８，６０１

2 国庫補助金 ５，４０６，２９８ ５７，２５６ ５，４６３，５５４

歳　　入　　合　　計 ２２，２２２，１００ ２２５，７００ ２２，４４７，８００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

4 衛 生 費 １，７２０，７２７ ２００，０００ １，９２０，７２７

1 保健衛生費 ３９０，２５７ ２００，０００ ５９０，２５７

7 商 工 費 １，２００，００５ ２５，７００ １，２２５，７０５

1 商 工 費 １，２００，００５ ２５，７００ １，２２５，７０５

歳　　出　　合　　計 ２２，２２２，１００ ２２５，７００ ２２，４４７，８００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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第 ２ 表　　繰 越 明 許 費 補 正 

　（追加） （単位：千円）

４ 衛 生 費 １ 保 健衛生費 ２００,０００

７ 商 工 費 １ 商 工 費 ２５,７００

金　　　　額

感染症拡大防止協力金負担事業
（ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

款 項 事　　　　業　　　　名

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
ワ ク チ ン 接 種 事 業
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議第２号 

 

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

 

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次の

ように制定するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年条例第１号）の一

部を次のように改正する。 

第１２条第１項中「一の年ごと」を「一の年度（４月１日から翌年の３月

３１日までをいう。以下同じ。）ごと」に、「一の年において」を「一の年 

度において」に改め、同項第２号中「当該年」を「当該年度」に、「その年」 

を「その年度」に改め、同項第３号中「当該年」を「当該年度」に、「前年」 

を「前年度」に改め、同条第２項中「当該年」を「当該年度」に、「翌年」

を「翌年度」に改める。 

第１５条第１項中「一の年」を「一の年度」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行す

る。 

 （経過措置） 

２ 施行日前から引き続き在職する職員及び施行日において改正後の第１２

条第１項第３号に該当する職員（以下「施行日在職職員等」という。）に

係る令和３年度（施行日から令和４年３月３１日までの期間をいう。以下
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同じ。）における年次有給休暇の日数については、改正後の第１２条第１

項及び第２項の規定にかかわらず、令和３年１月１日（同日の翌日から施

行日の前日までの間に新たに職員となった者にあっては、新たに職員とな

った日。以下「基準日」という。）において改正前の第１２条第１項及び

第２項の規定により付与された年次有給休暇の日数から、基準日から施行

日の前日までの間に既に使用した年次有給休暇の日数を減じて得た日数に

５日（育児短時間勤務職員等、再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤 

務職員にあっては、その者の勤務時間等を考慮し、市長が別に定める日数） 

を加えて得た日数とする。 

３ 前項の規定による令和３年度における年次有給休暇については、改正後

の第１２条第２項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる年次有給休暇の

区分に応じ、それぞれ当該各号に定める日まで使用することができるもの

とする。 

 （１） 令和３年度における年次有給休暇のうち、改正前の第１２条第２

項の規定により令和３年１月１日に繰り越された年次有給休暇に相当す

るもの 令和４年３月３１日 

 （２） 令和３年度における年次有給休暇のうち、前号に掲げるもの以外

のもの 令和５年３月３１日 

４ 施行日在職職員等に係る令和３年度における組合休暇の日数については、

改正後の第１５条第１項の規定にかかわらず、基準日において改正前の第

１５条第１項の規定により付与された組合休暇の日数から、基準日から施

行日の前日までの間に既に使用した組合休暇の日数を減じて得た日数に８

日を加えて得た日数とする。 
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議第３号 

 

   瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例を次のように制定するものとす

る。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

   瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例 

瑞浪市介護保険条例（平成１２年条例第１６号）の一部を次のように改正

する。 

第２条第１項中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年度から

令和５年度まで」に改め、同項第６号ア中「第３５条の２第１項」の次に「 

、第３５条の３第１項」を加え、同項第７号ア中「２００万円」を「２１０

万円」に改め、同項第８号ア中「３００万円」を「３２０万円」に改め、同

条第２項中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年度から令和５

年度まで」に改め、同条第３項及び第４項中「令和元年度から令和２年度ま

で」を「令和３年度から令和５年度まで」に改める。 

附則第８条第１項第１号中「新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成

２４年法律第３１号）附則第１条の２第１項に規定する新型コロナウイルス

感染症（以下「新型コロナウイルス感染症」という。）」を「新型コロナウ

イルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２

年１月に、中華人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を

有することが新たに報告されたものに限る。）である感染症をいう。次号に

おいて同じ。）」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 
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１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、附則第８条第１

項第１号の改正規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の第２条の規定は、令和３年度分の保険料から適用し、令和２年

度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 
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議第４号 

 

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように制定するもの

とする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

瑞浪市国民健康保険条例（昭和３４年条例第１４号）の一部を次のように

改正する。 

第１３条第１項中「第３５条の２第１項」の次に「、第３５条の３第１項」

を加える。 

 第２０条第１項第１号中「地方税法第３１４条の２第２項に掲げる金額」

を「地方税法第３１４条の２第２項第１号に定める金額（世帯主並びに当該

世帯主の世帯に属する被保険者及び特定同一世帯所属者（次号及び第３号に

おいて「世帯主等」という。）のうち給与所得を有する者（前年中に同条第

１項に規定する総所得金額に係る所得税法第２８条第１項に規定する給与所

得について同条第３項に規定する給与所得控除額の控除を受けた者（同条第

１項に規定する給与等の収入金額が５５万円を超える者に限る。）をいう。

以下この号において同じ。）の数及び公的年金等に係る所得を有する者（前

年中に地方税法第３１４条の２第１項に規定する総所得金額に係る所得税法

第３５条第３項に規定する公的年金等に係る所得について同条第４項に規定

する公的年金等控除額の控除を受けた者（年齢６５歳未満の者にあっては当

該公的年金等の収入金額が６０万円を超える者に限り、年齢６５歳以上の者

にあっては当該公的年金等の収入金額が１１０万円を超える者に限る。）を

いい、給与所得を有する者を除く。）の数の合計数（次号及び第３号におい
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て「給与所得者等の数」という。）が２以上の場合にあっては、地方税法第

３１４条の２第２項第１号に定める金額に当該給与所得者等の数から１を減

じた数に１０万円を乗じて得た金額を加えた金額）」に改め、同項第２号及

び第３号中「地方税法第３１４条の２第２項に掲げる金額」を「地方税法第

３１４条の２第２項第１号に定める金額（世帯主等のうち給与所得者等の数

が２以上の場合にあっては、同号に定める金額に当該給与所得者等の数から

１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を加えた金額）」に改める。 

 附則第３条中「「地方税法第３１３条第３項」と」の次に「、「１１０万

円」とあるのは「１２５万円」と」を加える。 

 附則第８条第１項中「新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年

法律第３１号）附則第１条の２に規定する新型コロナウイルス感染症（以下

「新型コロナウイルス感染症」という。」を「新型コロナウイルス感染症（ 

病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華

人民共和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新 

たに報告されたものに限る。）である感染症をいう。以下同じ。」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の瑞浪市国民健康保険条例の規定は、令和３年度

以後の年度分の保険料について適用し、令和２年度以前の年度分の保険料

については、なお従前の例による。 
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議第５号 

 

瑞浪市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 

瑞浪市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例を次のように制

定するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

瑞浪市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 

瑞浪市福祉医療費助成に関する条例（昭和５０年条例第４４号）の一部を

次のように改正する。 

第７条中「社会保険各法による被保険者証、加入者証若しくは組合員証又

は高齢者医療確保法による被保険者証又は組合員証に添えて受給者証」を「 

社会保険各法の規定による被保険者、加入者、組合員若しくは被扶養者又は

高齢者医療確保法の規定による被保険者であることの確認を受けた上、受給

者証」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、改正後の第７条の規定は、令和３年３

月１日から適用する。 
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議第６号 

 

瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

 

瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を次のよ

うに制定するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 

第１条 瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（昭和５９年条例第３５

号）の一部を次のように改正する。 

  別表生活系の部一般廃棄物の款浄化槽汚泥の項を削る。 

第２条 瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を次のように改正

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３条 瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を次のように改正

５０キログラムごとに ４４０円 

５０キログラムごとに ２８０円 

５０キログラムごとに ５００円 

５０キログラムごとに ３２０円 

別表中 

「 

を 

「 

に １００円 

に １００円 

に １１０円 

に １１０円 

 

」 

」 

１０キログラムごと 

１０キログラムごと 

１０キログラムごと 

１０キログラムごと 

 

に改める。 
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する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収集袋による収集・

運搬及び処分 

大２０枚入り１袋につ

き 
９２０円 

中２０枚入り１袋につ

き 
７２０円 

小２０枚入り１袋につ

き 
５２０円 

焼却場持込処分 １０キログラムごとに ６０円 

収集袋による収集・

運搬及び処分 

大１０枚入り１袋につ

き 
４６０円 

小１０枚入り１袋につ

き 
２６０円 

シールを貼り付けた

不燃ごみ１個の収

集・運搬及び処分 

５枚入り１袋につき ４６０円 

」 

収集袋による収集・

運搬及び処分 

大２０枚入り１袋につ

き 
７４０円 

小２０枚入り１袋につ

き 
４５０円 

焼却場持込処分 ５０キログラムごとに ２５０円 

収集袋による収集・

運搬及び処分 

大２０枚入り１袋につ

き 
８６０円 

小１０枚入り１袋につ

き 
２５８円 

シールを貼り付けた

不燃ごみ１個の収

集・運搬及び処分 

１０枚入り１袋につき ８６０円 

埋立処分場持込処分 ５０キログラムごとに １６０円 

 

「 

別表中 を 

に改める。 

「 
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第４条 瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を次のように改正

する。 

 

 

 

 

 

 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる

規定は、当該各号に定める日から施行する。 

（１） 第２条の規定 公布の日から起算して１年を超えない範囲内にお

いて規則で定める日 

（２） 第３条の規定 公布の日から起算して２年を超えない範囲内にお

いて規則で定める日 

（３） 第４条の規定 公布の日から起算して２年を超えない範囲内にお

いて規則で定める日 

埋立処分場持込処分 １０キログラムごとに ６０円 

１００円 

１００円 

１１０円 

１１０円 

別表中 

「 

を 

「 

に改める。 

」 

」 」 

１１０円 

１１０円 

１３０円 

１３０円 
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議第７号 

 

瑞浪市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 

 

瑞浪市営住宅管理条例の一部を改正する条例を次のように制定するものと

する。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

   瑞浪市営住宅管理条例の一部を改正する条例 

 瑞浪市営住宅管理条例（平成９年条例第１３号）の一部を次のように改正

する。 

第１８条中第３項を第４項とし、同条第２項中「前項」を「第１項」に、

「未納の家賃」を「賃貸借に基づいて生じた金銭の給付を目的とする債務の

不履行」に改め、同項を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加え

る。 

２ 市長は、入居者が賃貸借に基づいて生じた金銭の給付を目的とする債務

を履行しないときは、敷金をその債務の弁済に充てることができる。この

場合において、入居者は市長に対し、敷金をもって賃貸借に基づいて生じ

た金銭の給付を目的とする債務の不履行の弁済に充てることを請求するこ

とができない。 

第１９条第１項中「（畳の表替え、破損ガラスの取替え等の軽微な修繕及

び給水栓、点滅器その他附帯施設の構造上重要でない部分の修繕に要する費

用を除く。）は」を「は、市長がその修繕に要する費用を入居者が負担する

ものとして定めるものを除いて」に改め、同条第３項中「第１項に掲げる」

を「市営住宅及び共同施設の」に、「同項」を「第１項」に改める。 

第２０条第４号中「規定するもの」を「おいて市が負担することとされて

いるもの」に改める。 
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第４０条第３項中「年５分の割合」を「法定利率」に改める。 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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議第８号 

 

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例を次のように制定するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例 

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例（昭和５８年条例第

１０号）の一部を次のように改正する。 

 別表第２中２の表を次のように改める。 

２ 農業集落排水事業 

処理区域 瑞浪市大湫町西及び北の一部 

処理区域面積 ８．１ヘクタール 

処理人口 ３００人 

１日最大処理量 ８１立方メートル 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 
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議第９号 

 

瑞浪市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 

瑞浪市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例を次のように制定

するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

瑞浪市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 

瑞浪市農業集落排水処理施設条例（平成９年条例第１５号）の一部を次の

ように改正する。 

 第１０条第１項を次のように改める。 

 施設の供用開始後において、新たに受益者となる場合にあっては、加入

分担金として、１排水口当たり５０万円（本管から公共汚水ますまでの工

事費が５０万円を超える場合は、超える額を加算する。）を納付しなけれ

ばならない。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の瑞浪市農業集落排水処理施設条例の規定は、こ

の条例の施行の日以後に新たに受益者となる場合に適用し、同日前に新た

に受益者となる場合については、なお従前の例による。 
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議第１０号 

 

瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 

 

瑞浪市公平委員会委員に次の者を選任したいので、地方公務員法（昭和２

５年法律第２６１号）第９条の２第２項の規定により議会の同意を求める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

  

瑞浪市長 水 野 光 二    

  

   

氏    名 住         所 生 年 月 日 

足 立 きみ子 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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議第１１号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（ 

昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

  

瑞浪市長 水 野 光 二    

  

   

氏    名 住         所 生 年 月 日 

柴 田 洋 子 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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議第１２号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（ 

昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

  

瑞浪市長 水 野 光 二    

  

   

氏    名 住         所 生 年 月 日 

松 原 志津子 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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議第１３号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（ 

昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

  

瑞浪市長 水 野 光 二    

  

   

氏    名 住         所 生 年 月 日 

伊 藤 恭 司 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 
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議第１４号 

 

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う

規約の変更について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を次のとおり

変更することについて、同法第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

東濃西部広域行政事務組合規約の一部を改正する規約 

第１条 東濃西部広域行政事務組合規約（昭和４７年岐阜県指令地第７７６

号）の一部を次のように改正する。 

第３条に次の１号を加える。 

（９） 看護師修学資金の貸付等に関する事務 

第２条 東濃西部広域行政事務組合規約の一部を次のように改正する。 

第３条中第３号を削り、第４号を第３号とし、第５号から第９号までを

１号ずつ繰り上げる。 

附 則 

この規約中第１条の規定は令和５年４月１日から、第２条の規定は令和７

年４月１日から施行する。 
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議第１５号 

 

東濃中部病院事務組合の設置について 

 

瑞浪市及び土岐市は、新たに設置する病院の建設整備、管理及び運営に関

する事務を共同処理するため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２

８４条第２項の規定に基づき、次のように規約を定め、東濃中部病院事務組

合を設置するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

東濃中部病院事務組合規約 

目次 

第１章 総則（第１条―第４条） 

第２章 組合の議会（第５条―第７条） 

第３章 組合の執行機関（第８条―第１０条） 

第４章 組合の経費（第１１条） 

附則 

第１章 総則 

（組合の名称） 

第１条 この組合は、東濃中部病院事務組合（以下「組合」という。）とい

う。 

（組合を組織する地方公共団体） 

第２条 組合は、土岐市及び瑞浪市（以下「構成市」という。）をもって組

織する。 

（組合の共同処理する事務） 

第３条 組合は、次に掲げる事務を共同処理する。 

（１） 組合が新たに設置する病院の建設整備に関する事務 
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（２） 組合が新たに設置する病院の管理及び運営に関する事務 

（組合の事務所の位置） 

第４条 組合の事務所は、土岐市に置く。 

第２章 組合の議会 

（議会の組織） 

第５条 組合の議会の議員（以下「組合議員」という。）の定数は１０人と

し、構成市の組合議員の定数はそれぞれ５人とする。 

（組合議員の選出方法） 

第６条 組合議員は、構成市の議会において、当該議会の議員の中から選挙

する。 

２ 組合議員に欠員を生じたときは、その組合議員が属していた構成市にお

いて、速やかに補欠選挙を行わなければならない。 

（組合議員の任期） 

第７条 組合議員の任期は、構成市の議会の議員としての任期による。 

第３章 組合の執行機関 

（執行機関の組織） 

第８条 組合に管理者、副管理者及び会計管理者を置く。 

２ 管理者は、土岐市長の職にある者をもって充てる。 

３ 副管理者は、瑞浪市長の職にある者をもって充てる。 

４ 管理者に事故あるとき、又は管理者が欠けたときは、副管理者がその職

務を代理する。 

５ 会計管理者は、土岐市会計管理者の職にある者をもって充てる。 

６ 管理者及び副管理者の任期は、構成市におけるそれぞれの職の任期とす

る。 

（補助職員） 

第９条 組合に職員を置き、管理者がこれを任免する。 

２ 前項の職員の定数は、組合の条例でこれを定める。 

（監査委員） 

第１０条 組合に監査委員２人を置く。 

２ 監査委員は、管理者が組合の議会の同意を得て、組合議員及び地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第１９６条第１項の規定により、同項に定
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める識見を有する者のうちから選任される構成市の監査委員の中からそれ

ぞれ１人を選任する。 

３ 監査委員の任期は、組合議員の中から選任される者にあっては、組合議

員の任期とし、識見を有する者のうちから選任される構成市の監査委員の

中から選任される者にあっては、当該市の監査委員の任期とする。ただし、

後任者が選任されるまでの間は、その職を行うものとする。 

第４章 組合の経費 

（経費支弁の方法） 

第１１条 組合の経費は、次の各号に掲げる収入をもって充てる。 

（１） 構成市の負担金 

（２） 補助金 

（３） その他の収入 

２ 前項第１号の構成市の負担金の割合は人口割とし、その基準となる人口

は、予算の属する年度の前年度の４月１日現在の住民基本台帳に基づくも

のとする。 

附 則 

この規約は、令和３年６月１日から施行する。 
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議第１６号 

 

字の区域変更について 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により、

瑞浪市土岐町の字の区域を次のように変更するものとする。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 

 

 

変更の大略 

新たに画する字 新たに画する字の区域に含まれる従前の字 

土岐町字郷屋 
土岐町字町裏の一部 

   字下高屋の一部 

土岐町字下高屋 土岐町字郷屋の一部 

土岐町字中町 土岐町字下高屋の一部 

土岐町字上高屋 土岐町字花本の一部 

土岐町字花本 土岐町字上高屋の一部 

土岐町字町田 
土岐町字上高屋の一部 

   字梨子坪の一部 

土岐町字梨子坪 
土岐町字町田の一部 

   字石田の一部 

土岐町字石田 土岐町字梨子坪の一部 

土岐町字安高 土岐町字石田の一部 

土岐町字足ケ洞 土岐町字安高の一部 

変更調書 

（１）土岐町字郷屋に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 町裏 ２５３２の１ ２５３２の２ 
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 下高屋 ２５７９の１から２５７９の３まで ２５８１の３ 

以上の土地及びこれらの区域に隣接する水路である市有地の全部を土岐町

字郷屋に変更する。 

 

（２）土岐町字下高屋に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

郷屋 
 

２５６５の一部 

 

２５６６の１の 

一部 

２５６７の一部 
 

以上の土地及びこれらの区域に隣接する道路、水路である市有地の全部を

土岐町字下高屋に変更する。 

 

（３）土岐町字中町に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 下高屋 ２６１１の９ ２６１１の１０ 

以上の土地を土岐町字中町に変更する。 

 

（４）土岐町字上高屋に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

花本 
 

２８４９の１の 

一部 

２８４９の２の 

一部 

２８４９の５の 

一部 

  
２８５４の１０の

一部 
  

以上の土地を土岐町字上高屋に変更する。 

 

（５）土岐町字花本に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

上高屋 
 

２８５５の１の 

一部 

２８５５の２の 

一部 

２８７３の１の 

一部 

 
 

２８７３の２ 

 

２８７４の２の 

一部 

２８７４の３の 

一部 

  ２８７６の一部 ２８７７の１の ２８７８の１ 

-27-



 

 一部  

  ２８９６の１ ２８９７の２  

以上の土地を土岐町字花本に変更する。 

 

（６）土岐町字町田に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

上高屋 
 

２８５５の１の 

一部 

２８５５の２の 

一部 

２８５５の３ 

 

  
２８５６の１の 

一部 

２８５６の３の 

一部 

２８５７ 

 

  ２８５９の１ ２８６０の１ ２８６０の７ 

  ２８６９の１の   

  一部   

 
梨子坪 
 

３０４６の２の 

一部 

３０４６の４の 

一部 

３０５４の１の 

一部 

  
３０５６の１の 

一部 

３０５７の１の 

一部 

３０５７の３の 

一部 

  
３０５８の１の 

一部 

３０５８の４の 

一部 

３０６０の１の 

一部 

以上の土地を土岐町字町田に変更する。 

 

（７）土岐町字梨子坪に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

町田 
 

３０８４の１ 

 

３０９０の１の 

一部 

３０９１の一部 

 

  
３０９２の１の 

一部 

３０９３の１の 

一部 

３０９４の１の 

一部 

  
３０９５の１の 

一部 

３０９５の２の 

一部 

３０９５の４の 

一部 

  ３１０５の一部 ３１０８の一部 ３１０９の一部 

  ３１１０の１の   
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一部 

 
石田 
 

３０００の６の 

一部 

３０１５の３ 

 

３０１６の１ 

 

  
３０１７の１の 

一部 

３０１７の９の 

一部 

３０１７の１０の 

一部 

  
３０１８の１の 

一部 

３０１９の１の 

一部 
 

以上の土地を土岐町字梨子坪に変更する。 

 

（８）土岐町字石田に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 梨子坪 ３０２９の１ ３０２９の３の 

一部 

３０３０ 

  

  
３０３１の１ 

 

３０３３の１の 

一部 

３０４４の１ 

 

 
 ３０４４の５   

以上の土地を土岐町字石田に変更する。 

 

（９）土岐町字安高に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

石田 
 

３０００の１２の 

一部   

以上の土地を土岐町字安高に変更する。 

 

（１０）土岐町字足ケ洞に変更する区域 

 字 地    番 

土岐町 
 

安高 
 

３２８６の２ 

 

３３００の１の 

一部 

３３２５の１ 

 

  ３３２５の２ ３３２５の４ ３３２５の５ 

  ３３２５の２１ ３３２５の２２ ３３３０の１ 

以上の土地を土岐町字足ケ洞に変更する。 
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議第１７号 

 

財産の処分について 

 

 次のとおり財産を処分したいので、瑞浪市議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第８号）第３条の規定に

より、議会の議決を求める。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

１ 処 分 の 理 由  瑞浪クリエイション・パーク内の賃貸借区画 

用地にて操業中の借受人より、土地購入の申

し出があったため 

２ 処分しようとする土地 

所 在 地 地 目 地 積(㎡) 

瑞浪市山田町字小洞２０１５番 宅地 ４，０７３．５７ 

瑞浪市山田町字小洞２０２１番 宅地 １５，６０５．９４ 

合  計 １９，６７９．５１ 

３ 売 却 金 額  ４１３，８６４，０００円 

４ 売 却 の 相 手 方  岐阜県瑞浪市山田町２０２１番地 

株式会社十味惣 

                代表取締役 佐 野 友 哉 
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議第１８号 

 

   市道路線の廃止について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条の規定に基づき、市道路線

を次のとおり廃止するものとする。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

番号 
市道認定 

整理番号 
路線名 

起 点 

終 点 

重要な 

経過地 

１ １６４３ 森前・天徳線 
釜戸町字森前８３１番地先 

釜戸町字天徳１１９４番２地先 
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議第１９号 

 

   市道路線の廃止について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条の規定に基づき、市道路線

を次のとおり廃止するものとする。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

番号 
市道認定 

整理番号 
路線名 

起 点 

終 点 

重要な 

経過地 

１ １６５４ 梅本２号線 
釜戸町字梅本９０７番１地先 

釜戸町字梅本９０７番２地先 
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議第２０号 

 

   市道路線の認定について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条の規定に基づき、市道路線を

次のとおり認定するものとする。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

番号 
市道認定 

整理番号 
路線名 

起 点 

終 点 

重要な 

経過地 

１ １６７３ 梅本・森前線 
釜戸町字梅本９０７番１地先 

釜戸町字森前８３１番地先 
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議第２１号 

 

   市道路線の認定について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条の規定に基づき、市道路線を

次のとおり認定するものとする。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

番号 
市道認定 

整理番号 
路線名 

起 点 

終 点 

重要な 

経過地 

１ １６７４ 梅本・天徳線 
釜戸町字梅本９０７番２地先 

釜戸町字天徳１１９４番２地先 
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議第２２号 

 

   工事請負契約の締結について 

 

次のとおり工事請負契約の締結をしたいので、瑞浪市議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第８号）第２

条の規定により、議会の議決を求める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    

 

 

１ 契 約 の 目 的  釜戸小学校校舎改修工事 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

３ 契 約 金 額  １９６，３５０，０００円 

４ 契約 の相手方  瑞浪市南小田町３丁目３０６番地 

            板垣建設株式会社 瑞浪支店 

             支店長 越 智  剛 
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議第２３号 

 

令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１３号） 

 

 令和２年度瑞浪市の一般会計補正予算（第１３号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５１，６００千

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２，２９６，２０

０千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第２条 既定の繰越明許費の追加及び変更は、「第２表 繰越明許費補正」

による。 

（地方債の補正） 

第３条 既定の地方債の追加、廃止及び変更は、「第３表 地方債補正」に

よる。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1 市 税 ５，９５０，０４０ △６，０００ ５，９４４，０４０

1 市 民 税 ２，１２４，１００ △７，０００ ２，１１７，１００

3 軽自動車税 １１５，１００ １，０００ １１６，１００

2 地 方 譲 与 税 １９１，６００ △４，０００ １８７，６００

1
地方揮発油
譲 与 税

４７，０００ △４，０００ ４３，０００

4 配当割交付金 ２２，０００ △２，０００ ２０，０００

1
配 当 割
交 付 金

２２，０００ △２，０００ ２０，０００

5
株 式 等 譲 渡
所得割交付金

１４，０００ ８，０００ ２２，０００

1
株 式 等 譲 渡
所得割交付金

１４，０００ ８，０００ ２２，０００

6
法 人 事 業 税
交 付 金

２３，０００ △５，０００ １８，０００

1
法人事業税
交 付 金

２３，０００ △５，０００ １８，０００

7
地 方 消 費 税
交 付 金

８３０，０００ △１０，０００ ８２０，０００

1
地方消費税
交 付 金

８３０，０００ △１０，０００ ８２０，０００

8
ゴルフ場利用税
交 付 金 １７０，０００ △２２，０００ １４８，０００

1
ゴルフ場利用税
交 付 金 １７０，０００ △２２，０００ １４８，０００

9
環 境 性 能 割
交 付 金

２４，０００ △８，０００ １６，０００

1
環境性能割
交 付 金

２４，０００ △８，０００ １６，０００

13
分 担 金 及 び
負 担 金

４０，３２１ △７，４９０ ３２，８３１

1 分 担 金 １２，８００ △７，４９０ ５，３１０

14
使 用 料 及 び
手 数 料

３３８，４５７ △２２，７６３ ３１５，６９４

1 使 用 料 １７６，３６３ △２２，７６３ １５３，６００

15 国 庫 支 出 金 ７，００８，７７０ ９８，００４ ７，１０６，７７４

1 国庫負担金 １，５３８，６０１ △７３，５０５ １，４６５，０９６

2 国庫補助金 ５，４６３，５５４ １７１，５０９ ５，６３５，０６３

16 県 支 出 金 １，０６０，０４７ △７１，８１５ ９８８，２３２

1 県 負 担 金 ５６０，２３０ △１８，６５９ ５４１，５７１

2 県 補 助 金 ４０１，６１６ △５３，１８９ ３４８，４２７

3 委 託 金 ９８，２０１ ３３ ９８，２３４

17 財 産 収 入 １１０，７２８ ４１３，７６６ ５２４，４９４

1
財 産
運 用 収 入

９２，０９２ △９８ ９１，９９４

2
財 産
売 払 収 入

１８，６３６ ４１３，８６４ ４３２，５００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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(単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

18 寄 附 金 １２１，４６９ ２，５００ １２３，９６９

1 寄 附 金 １２１，４６９ ２，５００ １２３，９６９

19 繰 入 金 １，０８１，８２７ △４６９，１６７ ６１２，６６０

1 基金繰入金 １，０３３，４５１ △４６７，２６９ ５６６，１８２

2
財 産 区
繰 入 金

４８，３７６ △１，８９８ ４６，４７８

21 諸 収 入 ３０８，６３７ △６３５ ３０８，００２

4 雑 入 １９７，９７３ △６３５ １９７，３３８

22 市 債 １，３９０，３００ △４５，０００ １，３４５，３００

1 市 債 １，３９０，３００ △４５，０００ １，３４５，３００

歳　　入　　合　　計 ２２，４４７，８００ △１５１，６００ ２２，２９６，２００
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(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1 議 会 費 １７５，４３９ △１，９０９ １７３，５３０

1 議 会 費 １７５，４３９ △１，９０９ １７３，５３０

2 総 務 費 ６，４７０，０３４ ３９２，９７３ ６，８６３，００７

1 総務管理費 ６，０９６，４０４ ３９０，２５２ ６，４８６，６５６

2 徴 税 費 ２０１，６６５ ４，８８８ ２０６，５５３

3
戸 籍 住 民
基本台帳費

１１１，７４１ △２，２００ １０９，５４１

5 統計調査費 ２４，０９９ ３３ ２４，１３２

3 民 生 費 ５，０７０，６２７ △８６，４２１ ４，９８４，２０６

1 社会福祉費 ２，７１２，３４９ △４１，６８９ ２，６７０，６６０

2 児童福祉費 ２，１４１，８６０ △４４，７３２ ２，０９７，１２８

4 衛 生 費 １，９２０，７２７ △３１，１８０ １，８８９，５４７

1 保健衛生費 ５９０，２５７ △５，９９０ ５８４，２６７

2 清 掃 費 １，２３９，５０６ △２３，５００ １，２１６，００６

3 環 境 費 ９０，９６４ △１，６９０ ８９，２７４

5 労 働 費 ３８，７４５ △５，３４４ ３３，４０１

1 労 働 諸 費 ３８，７４５ △５，３４４ ３３，４０１

6 農林水産業費 ３８５，１４３ △３０，８３６ ３５４，３０７

1 農 業 費 ３３４，４９３ △１９，４３６ ３１５，０５７

2 林 業 費 ５０，６５０ △１１，４００ ３９，２５０

7 商 工 費 １，２２５，７０５ △２５６，６０２ ９６９，１０３

1 商 工 費 １，２２５，７０５ △２５６，６０２ ９６９，１０３

8 土 木 費 １，３９１，８６５ △３４，６０８ １，３５７，２５７

1 土木管理費 ４７，９７１ △６００ ４７，３７１

2 道路橋梁費 ７３４，４７６ １，０５４ ７３５，５３０

3 河 川 費 ２４３，４５４ △２９，１８９ ２１４，２６５

4 都市計画費 ３０８，１２１ １，５９７ ３０９，７１８

5 住 宅 費 ５７，８４３ △７，４７０ ５０，３７３

9 消 防 費 ８９３，２３２ △１６，８６０ ８７６，３７２

1 消 防 費 ８９３，２３２ △１６，８６０ ８７６，３７２
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(単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

10 教 育 費 ２，２０６，７４１ ２８，３０３ ２，２３５，０４４

1 教育総務費 ４１２，２０８ △１，２６５ ４１０，９４３

2 小 学 校 費 ３８３，３６３ ２７，３９０ ４１０，７５３

3 中 学 校 費 ５４１，８８３ １０，０９０ ５５１，９７３

4 幼 稚 園 費 ２０９，４３５ ０ ２０９，４３５

5 社会教育費 ３６９，７０６ △３，２７９ ３６６，４２７

6 保健体育費 ２９０，１４６ △４，６３３ ２８５，５１３

11 災 害 復 旧 費 ４４０，６４０ △８８，５１６ ３５２，１２４

1
農林水産業施設
災 害 復 旧 費 ３５，０４０ △６，５００ ２８，５４０

2
教 育 施 設
災害復旧費

１５５，０００ ０ １５５，０００

3
土 木 施 設
災害復旧費

２５０，６００ △８２，０１６ １６８，５８４

13 諸 支 出 金 ５７８，２４２ △２０，６００ ５５７，６４２

1 公営企業費 ５７８，２４２ △２０，６００ ５５７，６４２

歳　　出　　合　　計 ２２，４４７，８００ △１５１，６００ ２２，２９６，２００
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５２０

１０ 教 育 費 ２ 小 学 校 費
小 学 校 感 染 症 予 防 対 策 事 業
（ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

５，１４０

１０ 教 育 費 ２ 小 学 校 費 施 設 改 修 事 業 （ 小 学 校 ）

８，１９５

１０ 教 育 費 ２ 小 学 校 費 校 舎 補 修 経 費 （ 小 学 校 ） ７３０

１０ 教 育 費 １ 教 育 総 務 費
情 報 配 信 シ ス テ ム 構 築
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

１，７００

９ 消 防 費 １ 消 防 費 救 急 活 動 経 費 １，３００

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費 公 園 維 持 管 理 経 費

１３，５００

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費
瑞 浪 駅 周 辺 再 開 発
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

１０，２００

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費 道 の 駅 整 備 事 業

１０，９００

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費 瑞 浪 駅 前 周 辺 再 開 発 事 業 ４６，２００

８ 土 木 費 ３ 河 川 費 普 通 河 川 緊 急 浚 渫 推 進 事 業

１９，３００

８ 土 木 費 ３ 河 川 費 猿 爪 川 浸 水 対 策 事 業 ４６，９００

８ 土 木 費 ２ 道 路 橋 梁 費 瑞 浪 市 残 土 処 分 場 調 査 事 業

１９，０８２

８ 土 木 費 ２ 道 路 橋 梁 費 南 垣 外 北 野 線 道 路 改 良 事 業 １３９，３００

８ 土 木 費 ２ 道 路 橋 梁 費 瑞 浪 市 残 土 処 分 場 管 理 経 費

１４，０００

７ 商 工 費 １ 商 工 費
Ｉ Ｔ 導 入 補 助 金 助 成 事 業
（ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

５，０００

７ 商 工 費 １ 商 工 費
持 続 化 補 助 金 助 成 事 業
（ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

１ 商 工 費
も の づ く り 補 助 金 助 成
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

９，０００

６ 農 林 水 産 業 費 １ 農 業 費
農 産 物 等 直 売 所
規 模 拡 大 整 備 事 業

第 ２ 表　　繰　越　明　許　費　補　正

２ 総 務 費 １ 総 務 管 理 費 １，１１９庁 内 Ｌ Ａ Ｎ 整 備 事 業

款 項 事　　　業　　　名 金　　　額

（追加） （単位：千円）

５ 労 働 費 １ 労 働 諸 費
雇 用 調 整 助 成 金 給 付
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

９，９７０

１，８００

７ 商 工 費
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（単位：千円）

１５，７１０

款 項 事　　　業　　　名 金　　　額

１１ 災 害 復 旧 費 １
農林水産業施設
災 害 復 旧 費

現 年 農 業 用 施 設 補 助
災 害 復 旧 事 業

３，２００

１０ 教 育 費 ３ 中 学 校 費 中 学 校 施 設 空 調 整 備 事 業 ８，０００

１０ 教 育 費 ３ 中 学 校 費
各 中 学 校 教 育 活 動 継 続 支 援
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

９２０

１０ 教 育 費 ３ 中 学 校 費
中 学 校 感 染 症 予 防 対 策 事 業
（ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

２，５７０

１０ 教 育 費 ３ 中 学 校 費 施 設 改 修 事 業 （ 中 学 校 ）

６，８００

１０ 教 育 費 ２ 小 学 校 費 小 学 校 施 設 空 調 整 備 事 業 ２７，０００

１０ 教 育 費 ２ 小 学 校 費
各 小 学 校 教 育 活 動 継 続 支 援
事 業 （ 新 型 コ ロ ナ 対 策 ）

（変更） （単位：千円）

論 栃 ３ 号 線
道 路 改 良 事 業

６５，６６０

款 項
事　業　名 金　額 事　業　名 金　額

補　　正　　前 補　　正　　後

８ 土 木 費 ２ 道路橋梁費
市 道 等 整 備
交 付 金 事 業

４０，０００
市 道 等 整 備
交 付 金 事 業

８４，４００

８ 土 木 費 ２ 道路橋梁費
論 栃 ３ 号 線
道 路 改 良 事 業

４０，２００
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第 ３ 表　　地 方 債 補 正

（追加） （単位：千円）

（廃止） （単位：千円）

（変更） （単位：千円）

起債の
方法 利率

猿爪川浸水対策事業

78,200

償 還 の 方 法

起債の
方法

減 収 補 塡 債

補　　正　　後

償還の
方法

起 債 の 目 的 限度額

年 ３．０ ％ 以 内 （ただし、利率見
直し方式で借り入れる政府資金及び
地方公共団体金融機構資金につい
て、利率見直しを行った後において
は、当該見直し後の利率）

56,800

起債の
方法 利　　率

起 債 の 目 的

起 債 の 目 的 限度額

政府資金については、その融資条
件により、銀行その他の場合には借
入先と協定し、その条件に従うもの
とする。ただし、市財政の都合により
据置期間及び償還期限を短縮し、
もしくは繰上償還又は低利に借換
することができる。

償 還 の 方 法

78,100

限度額限度額

90,000

起債の
方法

償還の方法

普通
貸借
又は
証券
発行

利　　率

34,400

補正
前に
同じ

4,100

補　　正　　前

利率

釜戸小学校改修事業

現年農業用施設補助
災 害 復 旧 事 業

現年農業用施設単独
災 害 復 旧 事 業

過年農業用施設補助
災 害 復 旧 事 業

補正
前に
同じ

補正
前に
同じ

4,600

400

3,800

51,200

普通
貸借
又は
証券
発行

年 ３ ． ０ ％ 以
内 （ただし、利
率 見 直 し 方 式
で借り入れる政
府資金及び地
方公共団体金
融機構資金に
ついて、利率見
直しを行った後
においては、当
該 見 直 し 後 の
利率）

政府資金につい
ては、その融資条
件により、銀行そ
の他の場合には
借入先と協定し、
その条件に従うも
のとする。ただし、
市財政の都合に
より据置期間及び
償還期限を短縮
し、もしくは繰上
償還又は低利に
借換することがで
きる。

普通
貸借
又は
証券
発行

年 ３．０ ％ 以 内 （ただし、利率見
直し方式で借り入れる政府資金及び
地方公共団体金融機構資金につい
て、利率見直しを行った後において
は、当該見直し後の利率）

政府資金については、その融資条
件により、銀行その他の場合には借
入先と協定し、その条件に従うもの
とする。ただし、市財政の都合により
据置期間及び償還期限を短縮し、
もしくは繰上償還又は低利に借換
することができる。

都 市 公 園 施 設
整 備 事 業

現 年 土 木 施 設 補 助
災 害 復 旧 事 業

5,500

76,900

災 害 関 連 地 域 防 災
が け 崩 れ 対 策 事 業 97,200
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議第２４号 

 

令和２年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 令和２年度瑞浪市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，３００千円を追 

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５４９，０００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

３９１，３８７ ８，３００ ３９９，６８７

1
後期高齢者
医療保険料

３９１，３８７ ８，３００ ３９９，６８７

4 繰 入 金 １３５，２９１ △１，７００ １３３，５９１

1
一 般 会 計
繰 入 金

１３５，２９１ △１，７００ １３３，５９１

6 諸 収 入 １，８９３ △３００ １，５９３

2 雑 入 １，８５３ △３００ １，５５３

歳　　入　　合　　計 ５４２，７００ ６，３００ ５４９，０００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

2
後期高齢者医療
広域連合納付金 ５１２，８８３ ６，６００ ５１９，４８３

1
後期高齢者医療
広域連合納付金 ５１２，８８３ ６，６００ ５１９，４８３

4 諸 支 出 金 ７００ △３００ ４００

1
償還金及び
還付加算金

７００ △３００ ４００

歳　　出　　合　　計 ５４２，７００ ６，３００ ５４９，０００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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議第２５号 

 

令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 

 令和２年度瑞浪市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５，４００千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，５４４，６００千円

とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1
国 民 健 康
保 険 料

６１１，０９０ ５７，０００ ６６８，０９０

1
一 般 被 保 険 者
国民健康保険料 ６１０，９３０ ５７，０００ ６６７，９３０

2
使 用 料 及 び
手 数 料

３００ △６５ ２３５

1 手 数 料 ３００ △６５ ２３５

3 県 支 出 金 ２，５４８，７７４ １８，２５５ ２，５６７，０２９

1 県 補 助 金 ２，５４８，７７４ １８，２５５ ２，５６７，０２９

5 繰 入 金 ３３０，８００ △６１，９００ ２６８，９００

1
一 般 会 計
繰 入 金

２６４，８００ △２，６００ ２６２，２００

2 基金繰入金 ６６，０００ △５９，３００ ６，７００

7 諸 収 入 ３，５１１ １１６ ３，６２７

1 雑 入 ３，５１１ １１６ ３，６２７

8 国 庫 支 出 金 ０ １，９９４ １，９９４

1 国庫補助金 ０ １，９９４ １，９９４

歳　　入　　合　　計 ３，５２９，２００ １５，４００ ３，５４４，６００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

2 保 険 給 付 費 ２，４９８，８６１ １６，９００ ２，５１５，７６１

2 高額療養費 ２９２，６１０ １９，０００ ３１１，６１０

4 任意給付費 １５，００６ △２，１００ １２，９０６

3
国 民 健 康 保 険
事 業 費 納 付 金 ８９６，１００ ０ ８９６，１００

1 医療給付費分 ６１１，１２９ ０ ６１１，１２９

2
後 期 高 齢 者
支 援 金 等 分

２１２，９９０ ０ ２１２，９９０

3 介護納付金分 ７１，９８１ ０ ７１，９８１

4 保 健 事 業 費 ２７，７４３ △１，５００ ２６，２４３

1 保健事業費 ５，６３３ △１，０００ ４，６３３

2
特定健康診査
等 事 業 費

２２，１１０ △５００ ２１，６１０

歳　　出　　合　　計 ３，５２９，２００ １５，４００ ３，５４４，６００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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議第２６号 

 

令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 

 令和２年度瑞浪市の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１，５００千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３，５０９，２００千円

とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

3 国 庫 支 出 金 ８０１，２４０ １１，９００ ８１３，１４０

2 国庫補助金 ２２３，０９４ １１，９００ ２３４，９９４

6 財 産 収 入 ３００ １００ ４００

1
財 産
運 用 収 入

３００ １００ ４００

8 繰 越 金 ８，８５０ ２９，５００ ３８，３５０

1 繰 越 金 ８，８５０ ２９，５００ ３８，３５０

歳　　入　　合　　計 ３，４６７，７００ ４１，５００ ３，５０９，２００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

3 基 金 積 立 金 ３００ ４１，５００ ４１，８００

1 基金積立金 ３００ ４１，５００ ４１，８００

4
地 域 支 援
事 業 費

１５０，０１４ ０ １５０，０１４

1
介護予防・生活支援
サ ー ビ ス 事 業 費 ９６，６２９ ０ ９６，６２９

3
包括的支援事業
・ 任 意 事 業 費 ４７，２１４ ０ ４７，２１４

歳　　出　　合　　計 ３，４６７，７００ ４１，５００ ３，５０９，２００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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議第２７号 

 

令和２年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 令和２年度瑞浪市の駐車場事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，２００千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４１，４００千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（繰越明許費） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１３条第１項の規定に

より翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明 

許費」による。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1
使 用 料 及 び
手 数 料

２３，９８８ △５，７００ １８，２８８

1 使 用 料 ２３，９８８ △５，７００ １８，２８８

2 繰 越 金 ７００ ２，１００ ２，８００

1 繰 越 金 ７００ ２，１００ ２，８００

4 繰 入 金 １１，５００ ８，８００ ２０，３００

1 基金繰入金 １１，５００ ２，３００ １３，８００

2
一 般 会 計
繰 入 金

０ ６，５００ ６，５００

歳　　入　　合　　計 ３６，２００ ５，２００ ４１，４００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1 駐車場事業費 ２４，６２１ ３，８２０ ２８，４４１

1
駐 車 場
管 理 費

２４，６２１ ３，８２０ ２８，４４１

3 基 金 積 立 金 １２ １，３８０ １，３９２

1 基金積立金 １２ １，３８０ １，３９２

歳　　出　　合　　計 ３６，２００ ５，２００ ４１，４００

第１表　歳 入 歳 出 予 算 補 正
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第 ２ 表　　繰 越 明 許 費

（単位：千円）

1 駐車場事業費 １ 駐車場管理費 ４,０００

１ 駐車場事業費 １ 駐車場管理費 ２,５００浪 花 駐 車 場 管 理 経 費

款 項 事　　　　業　　　　名 金　　　　額

駅 北 駐 車 場 管 理 経 費
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議第２８号 

 

令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第３号） 

 

（総則） 

第１条 令和２年度瑞浪市水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定め 

るところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 令和２年度瑞浪市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２ 

 条第４号中「１４１，５００千円」を「１３１，５００千円」に改める。 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条中収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）  （既決予定額） （補正予定額）  （計） 

             収      入 

 第１款 水道事業収益 1,160,900千円 △30,200千円 1,130,700千円 

  第１項 営業収益   946,990千円 △21,800千円  925,190千円 

  第２項 営業外収益  213,910千円  △8,400千円  205,510千円 

             支      出 

 第１款 水道事業費用 1,144,000千円 △28,700千円 1,115,300千円 

  第１項 営業費用  1,107,441千円 △29,700千円 1,077,741千円 

  第２項 営業外費用   32,444千円   1,000千円   33,444千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条中「３３０，９００千円」を「３２４，８００千円」に、 

「１８，１８３千円」を「１７，６２２千円」に、「３１２，７１７千円」

を「３０７，１７８千円」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のと 

おり補正する。 

（科   目）  （既決予定額） （補正予定額）  （計） 

             収      入 

 第１款 資本的収入   118,100千円  △3,800千円  114,300千円 

  第１項 工事負担金   15,000 千円  △3,800 千円  11,200 千円 

             支      出 
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 第１款 資本的支出   449,000千円  △9,900千円  439,100千円 

  第１項 建設改良費  270,706千円  △9,900千円  260,806千円 

（議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

第５条 予算第８条に定めた経費の金額を次のとおり改める。 

（科   目）  （既決予定額） （補正予定額）  （計） 

 （１） 職員給与費   44,256 千円   100 千円   44,356 千円 

（他会計からの補助金） 

第６条 予算第９条中「４５，３３６千円」を「４２，８３６千円」に改め 

る。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

                  瑞浪市長 水 野 光 二    
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議第２９号 

 

令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 

（総則） 

第１条 令和２年度瑞浪市下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 令和２年度瑞浪市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第 

２条第４号中「１６５，２６３千円」を「１６１，１６３千円」に改める。 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条中収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）    （既決予定額） （補正予定額） （計） 

                       収      入 

 第１款 下水道事業収益  1,185,200千円 △15,700千円 1,169,500千円 

  第１項 営業収益    551,255千円   6,000千円  557,255千円 

  第２項 営業外収益      633,945千円 △21,700千円   612,245千円 

                       支      出 

 第１款 下水道事業費用  1,170,200千円 △15,200千円 1,155,000千円 

  第１項 営業費用      1,050,962千円 △17,260千円 1,033,702千円 

  第２項 営業外費用   116,578千円    2,500千円  119,078千円 

  第３項 特別損失      660千円  △440千円       220千円 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条中「１８，６３６千円」を「１８，５９１千円」に、「 

３１２，３６４千円」を「３１２，４０９千円」に改め、資本的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正する。 

   （科   目）    （既決予定額） （補正予定額） （計） 

             収      入 

 第１款 資本的収入        580,300千円  △4,100千円  576,200千円 

  第１項 企業債          202,000千円    △500千円   201,500千円 

  第２項 負担金          11,100千円  △4,100千円     7,000千円 
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  第４項 補助金     148,300千円      500千円   148,800千円 

             支      出 

 第１款 資本的支出    911,300千円  △4,100千円   907,200千円 

  第１項 建設改良費      370,869千円  △4,100千円   366,769千円 

 （企業債） 

第５条 予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

（起債の目的）    （既決予定額） （補正予定額） （計） 

     下水道事業     202,000千円  △500千円  201,500千円 

（他会計からの補助金） 

第６条 予算第１０条中「４６，９２７千円」を「４３，８２７千円」に改

める。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

                  瑞浪市長 水 野 光 二    
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議第３０号 

 

令和３年度瑞浪市一般会計予算 

 

 令和３年度瑞浪市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１５，６０５，０００千

円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（継続費） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

１２条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は、「第２表 

継続費」による。 

（債務負担行為） 

第３条 法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第４条 法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債 

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表 地方債」 

による。 

（一時借入金） 

第５条 法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第６条 法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１） 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足

を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の間の流用 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 市 税 ４，９４８，９１０

1 市 民 税 １，９８５，５００

2 固 定 資 産 税 ２，３２８，６００

3 軽 自 動 車 税 １１９，１６０

4 市 た ば こ 税 ２３１，５００

5 鉱 産 税 １０

6 入 湯 税 ７４０

7 都 市 計 画 税 ２８３，４００

2 地 方 譲 与 税 １８３，５３０

1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 ４４，２３０

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 １２４，７００

3 森 林 環 境 譲 与 税 １４，６００

3 利 子 割 交 付 金 ４，７００

1 利 子 割 交 付 金 ４，７００

4 配 当 割 交 付 金 ２０，０００

1 配 当 割 交 付 金 ２０，０００

5 株式等譲渡所得割交付金 １２，２００

1 株式等譲渡所得割交付金 １２，２００

6 法 人 事 業 税 交 付 金 ３４，０００

1 法 人 事 業 税 交 付 金 ３４，０００

7 地 方 消 費 税 交 付 金 ８４６，０００

1 地 方 消 費 税 交 付 金 ８４６，０００

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 １４４，５００

1 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 １４４，５００

9 環 境 性 能 割 交 付 金 １９，０００

1 環 境 性 能 割 交 付 金 １９，０００

10 地 方 特 例 交 付 金 １００，０００

1 地 方 特 例 交 付 金 ４０，０００

2
新型コロナウイルス感染症対策
地 方 税減 収 補 塡特 別 交 付金

６０，０００

第１表　歳 入 歳 出 予 算
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(単位：千円)

款 項 金　　額

11 地 方 交 付 税 ２，６００，０００

1 地 方 交 付 税 ２，６００，０００

12 交通安全対策特別交付金 ４，０００

1 交通安全対策特別交付金 ４，０００

13 分 担 金 及 び 負 担 金 ３５，１２１

1 分 担 金 ７，８４２

2 負 担 金 ２７，２７９

14 使 用 料 及 び 手 数 料 ２７８，２４１

1 使 用 料 １２６，０７５

2 手 数 料 １５２，１６６

15 国 庫 支 出 金 ２，０７０，１９９

1 国 庫 負 担 金 １，１２９，０４１

2 国 庫 補 助 金 ９３４，１０３

3 委 託 金 ７，０５５

16 県 支 出 金 ９６１，６７８

1 県 負 担 金 ５５７，５３１

2 県 補 助 金 ３１７，１５７

3 委 託 金 ８６，９９０

17 財 産 収 入 ９１，０２５

1 財 産 運 用 収 入 ８０，１７４

2 財 産 売 払 収 入 １０，８５１

18 寄 附 金 １５０，１１０

1 寄 附 金 １５０，１１０

19 繰 入 金 １，０２３，４７６

1 基 金 繰 入 金 ９９５，３４６

2 財 産 区 繰 入 金 ２８，１３０

20 繰 越 金 １００，０００

1 繰 越 金 １００，０００
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(単位：千円)

款 項 金　　額

21 諸 収 入 ２８４，０１０

1 延滞金、加算金及び過料 ７，００３

2 市 預 金 利 子 １

3 貸 付 金 元 利 収 入 １０４，２３０

4 雑 入 １７２，７７６

22 市 債 １，６９４，３００

1 市 債 １，６９４，３００

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 １５，６０５，０００
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(歳　出) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 議 会 費 １７５，５６４

1 議 会 費 １７５，５６４

2 総 務 費 ２，１８９，８６８

1 総 務 管 理 費 １，８３４，０４９

2 徴 税 費 １９６，９２９

3 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 １１１，９８２

4 選 挙 費 ３２，５８７

5 統 計 調 査 費 ８，９０２

6 監 査 委 員 費 ５，４１９

3 民 生 費 ４，９４１，８９３

1 社 会 福 祉 費 ２，７４８，０９２

2 児 童 福 祉 費 １，９７８，６０１

3 生 活 保 護 費 ２１４，７００

4 災 害 救 助 費 ５００

4 衛 生 費 １，２８６，９２４

1 保 健 衛 生 費 ４０４，７６９

2 清 掃 費 ７８３，８９４

3 環 境 費 ９８，２６１

5 労 働 費 １７，２３３

1 労 働 諸 費 １７，２３３

6 農 林 水 産 業 費 ２８１，８３８

1 農 業 費 ２３６，１７０

2 林 業 費 ４５，６６８

7 商 工 費 ４９７，０３５

1 商 工 費 ４９７，０３５

8 土 木 費 １，４５０，６１４

1 土 木 管 理 費 ５１，０９７

2 道 路 橋 梁 費 ７５３，２９８

3 河 川 費 １４５，０４６

4 都 市 計 画 費 ３４８，４４３

5 住 宅 費 １５２，７３０
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(単位：千円)

款 項 金　　額

9 消 防 費 ７６８，３４０

1 消 防 費 ７６８，３４０

10 教 育 費 １，８５６，０２９

1 教 育 総 務 費 ２７１，２３５

2 小 学 校 費 ４４０，９９３

3 中 学 校 費 １４８，９４７

4 幼 稚 園 費 ２１０，７４８

5 社 会 教 育 費 ３８８，０８５

6 保 健 体 育 費 ３９６，０２１

11 災 害 復 旧 費 ４６，５８０

1 農林水産業施設災害復旧費 ２６，５８０

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 ２０，０００

12 公 債 費 １，４７３，３３７

1 公 債 費 １，４７３，３３７

13 諸 支 出 金 ５９９，７４５

1 公 営 企 業 費 ５９９，７４５

14 予 備 費 ２０，０００

1 予 備 費 ２０，０００

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 １５，６０５，０００
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第 ２ 表　　継　続　費

（単位：千円）

事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

令和３年度 513,000

令和４年度 513,000

1 総務管理費 庁舎等改修事業 1,026,000

款 項

2 総務費
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第 ３ 表　　債 務 負 担 行 為

（単位：千円）

期 間 限 度 額

移 住 促 進 奨 励 金
（ 令 和 ３ 年 度 決 定 分 ）

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ５ 年 度 ま で

瑞 浪 市 移 住 促 進
奨 励 金 交 付 規 則
第 ４ 条 の 規 定 に よ る 額

三世代同居 ・近 居世 帯定 住奨 励金
（ 令 和 ３ 年 度 決 定 分 ）

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ７ 年 度 ま で

瑞浪市三世代同居・近居世帯
定 住 奨 励 金 交 付 規 則
第 ５ 条 の 規 定 に よ る 額

固 定 資 産 土 地 評 価 替 業 務 委 託 料
令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ５ 年 度 ま で

２７,１４８

予 防 接 種 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

４９,４２８

医 師 ・ 歯 科 医 師 等 出 務 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

２,７６３

予 防 接 種 ワ ク チ ン 購 入 費
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３１,５４１

が ん 検 診 等 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３６,０７５

血 液 検 査 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

２,３１９

バ ス 路 線 維 持 対 策 業 務 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ６ 年 度 ま で

１３５,８００

デ マ ン ド 交 通 運 行 業 務 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ６ 年 度 ま で

３０,１３０

企 業 立 地 奨 励 金
（ 令 和 ３ 年 度 指 定 業 者 分 ）

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ９ 年 度 ま で

瑞 浪 市 企 業 立 地 の 促 進
及 び 雇 用 の 拡 大 に 関 す る
条 例 第 ５ 条 の 規 定 に よ る 額

空 き 店 舗 賃 貸 借 促 進 奨 励 金
（ 令 和 ３ 年 度 決 定 分 ）

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ５ 年 度 ま で

４００

加 知 奨 学 金
（ 令 和 ３ 年 度 決 定 分 ）

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ８ 年 度 ま で

１８,０００

奨 学 金
（ 令 和 ３ 年 度 決 定 分 ）

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ８ 年 度 ま で

５,４００

総 合 文 化 セ ン タ ー 電 話 機 賃 借 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

６０

事 項
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第 ４ 表　　地　方　債

（単位：千円）

起債の方法

30,300

50,000

105,700

212,800

11,000

5,400

54,000

23,000

20,000 普通貸借

20,700 又は

7,600 証券発行

33,500

31,500

104,500

15,600

31,500

165,400

14,100

6,800

5,900

745,000

猿 爪 川 浸 水 対 策 事 業

償 還 の 方 法

（ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金 及 び 地

方 公 共 団

体 金 融 機

構 資 金 に

ついて、利

率見直しを

行った後に

おいては、

当該見直し

後の利率）

論 栃 ３ 号 線 道 路 改 良 事 業
年３．０ ％

以　　 内

利 率限　　度　　額

政府資金につ

い て は 、 そ の

融資条件によ

り、銀行その他

の場合には借

入先と協定し、

その条件に従

うものとする。

た だ し 、 市 財

政の都合によ

り据置期間及

び償還期限を

短縮し、もしく

は繰上償還又

は低利に借換

することができ

る。

土 岐 橋 架 替 関 連 事 業

臨 時 財 政 対 策 債

狭 あ い 道 路 整 備 等 促 進 事 業

普 通 河 川 緊 急 浚 渫 推 進 事 業

普 通 河 川 緊 急 対 策 事 業

起　  債　  の　  目　  的

庁 舎 等 改 修 事 業

一 般 会 計 出 資 債

市 道 等 整 備 交 付 金 事 業

南 垣 外 北 野 線 道 路 改 良 事 業

消 防 団 拠 点 施 設 建 設 事 業

過年土木施設補助災害復旧事業

市 民 競 技 場 整 備 事 業

過年農業用施設補助災害復旧事業

都 市 公 園 施 設 整 備 事 業

釜 戸 小 学 校 改 修 事 業

道 の 駅 整 備 事 業

市 営 住 宅 長 寿 命 化 事 業

消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 更 新 事 業

消防車両・救急車両等購入事業
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議第３１号 

 

令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算 

 

 令和３年度瑞浪市の後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５５６，５００千円と定

める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（一時借入金） 

第３条 法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５０，０００千円と定める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 ３９２，２５２

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 ３９２，２５２

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ３５

1 手 数 料 ３５

3
後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 支 出 金

２２，３２６

1 委 託 金 ２２，３２６

4 繰 入 金 １４１，２６９

1 一 般 会 計 繰 入 金 １４１，２６９

5 繰 越 金 １００

1 繰 越 金 １００

6 諸 収 入 ５１８

1 延滞金、加算金及び過料 ４０

2 雑 入 ４７８

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 ５５６，５００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 総 務 費 ２２，２２５

1 総 務 管 理 費 １９，２３２

2 徴 収 費 ２，９９３

2
後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金

５１６，７７１

1
後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金

５１６，７７１

3 保 健 事 業 費 １６，５２６

1 健 康 保 持 増 進 事 業 費 １６，５２６

4 諸 支 出 金 ４７８

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ４７８

5 予 備 費 ５００

1 予 備 費 ５００

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 ５５６，５００

第１表　歳 入 歳 出 予 算

-67-



第 ２ 表　　債 務 負 担 行 為

（単位：千円）

期 間 限 度 額

指 定 物 品 等 購 入 費
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

７８

情 報 処 理 業 務 委 託 料 （ 単 価 契 約 ）
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１,４１０

事 項
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議第３２号 

 

令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算 

 

 令和３年度瑞浪市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，５８４，０００千円

と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（一時借入金） 

第３条 法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５０，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第４条 法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１） 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 国 民 健 康 保 険 料 ６３８，２８０

1 一般被保険者国民健康保険料 ６３８，１６０

2
退 職 被 保 険 者 等
国 民 健 康 保 険 料

１２０

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ２５０

1 手 数 料 ２５０

3 県 支 出 金 ２，６１１，３０３

1 県 補 助 金 ２，６１１，３０３

4 財 産 収 入 ２３１

1 財 産 運 用 収 入 ２３１

5 繰 入 金 ３３０，１００

1 一 般 会 計 繰 入 金 ２６５，６００

2 基 金 繰 入 金 ６４，５００

6 繰 越 金 １，０００

1 繰 越 金 １，０００

7 諸 収 入 ２，８３６

1 雑 入 ２，８３６

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 ３，５８４，０００

第１表　歳 入 歳 出 予 算
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(歳　出) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 総 務 費 ７１，４２６

1 総 務 管 理 費 ７１，４２６

2 保 険 給 付 費 ２，５５５，３７６

1 療 養 諸 費 ２，２３２，２８８

2 高 額 療 養 費 ３１０，５００

3 移 送 費 ５０

4 任 意 給 付 費 １２，５３８

3 国民健康保険事業費納付金 ９１９，８０３

1 医 療 給 付 費 分 ６４７，３５０

2 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分 ２０９，４７３

3 介 護 納 付 金 分 ６２，９８０

4 保 健 事 業 費 ３１，２６４

1 保 健 事 業 費 ５，０５４

2 特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 ２６，２１０

5 基 金 積 立 金 ２３１

1 基 金 積 立 金 ２３１

6 諸 支 出 金 ４，９００

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ４，９００

7 予 備 費 １，０００

1 予 備 費 １，０００

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 ３，５８４，０００
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第 ２ 表　　債 務 負 担 行 為

（単位：千円）

期 間 限 度 額

指 定 物 品 等 購 入 費
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

８１

情 報 処 理 業 務 委 託 料 （ 単 価 契 約 ）
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１０,２２０

国 保 デ ー タ ベ ー ス
シ ス テ ム 保 守 委 託 料

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３００

医 科 ・ 歯 科 レ セ プ ト
点 検 委 託 料

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３,５００

事 項
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議第３３号 

 

令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算 

 

 令和３年度瑞浪市の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，５３７，４００千円

と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（一時借入金） 

第３条 法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５０，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第４条 法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１） 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 保 険 料 ６９５，８２２

1 介 護 保 険 料 ６９５，８２２

2 使 用 料 及 び 手 数 料 ７０

1 手 数 料 ７０

3 国 庫 支 出 金 ８２６，９１５

1 国 庫 負 担 金 ５８９，１９４

2 国 庫 補 助 金 ２３７，７２１

4 支 払 基 金 交 付 金 ９１０，９３７

1 支 払 基 金 交 付 金 ９１０，９３７

5 県 支 出 金 ４９５，５８９

1 県 負 担 金 ４７２，９０２

2 県 補 助 金 ２２，６８７

6 財 産 収 入 ４００

1 財 産 運 用 収 入 ４００

7 繰 入 金 ６０２，００８

1 一 般 会 計 繰 入 金 ５７２，５６２

2 基 金 繰 入 金 ２９，４４６

8 繰 越 金 ４，７５０

1 繰 越 金 ４，７５０

9 諸 収 入 ９０９

1 延滞金、加算金及び過料 １０

2 預 金 利 子 １０

3 雑 入 ８８９

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 ３，５３７，４００

第１表　歳 入 歳 出 予 算
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(歳　出) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 総 務 費 １０５，８１５

1 総 務 管 理 費 ６０，１３０

2 徴 収 費 ５，３２８

3 介 護 認 定 審 査 会 費 ４０，１６３

4 趣 旨 普 及 費 １９４

2 保 険 給 付 費 ３，２６７，９９０

1 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 ３，０４３，０４０

2 介護予防サービス等諸費 ５２，６３０

3 そ の 他 諸 費 ３，２００

4 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 ６３，６００

5 特定入所者介護サービス等費 ９４，３２０

6
高 額 医 療 合 算
介 護 サ ー ビ ス 等 費

１１，２００

3 基 金 積 立 金 ４００

1 基 金 積 立 金 ４００

4 地 域 支 援 事 業 費 １５７，４４５

1
介 護 予 防 ・ 生 活 支 援
サ ー ビ ス 事 業 費

９９，１３９

2 一 般 介 護 予 防 事 業 費 ６，３３４

3 包括的支援事業・任意事業費 ５１，５９５

4 そ の 他 諸 費 ３７７

5 諸 支 出 金 ４，７５０

1 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ４，７５０

6 予 備 費 １，０００

1 予 備 費 １，０００

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 ３，５３７，４００
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第 ２ 表　　債 務 負 担 行 為

（単位：千円）

期 間 限 度 額

指 定 物 品 等 購 入 費
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１６３

情 報 処 理 業 務 委 託 料 （ 単 価 契 約 ）
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３,３００

認 定 調 査 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

４,０００

訪 問 型 サ ー ビ ス Ａ 業 務 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１,２００

介 護 予 防 教 室 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１,５００

歯 科 医 師 出 務 委 託 料
（ 高 齢 者 介 護 予 防 ）

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

８００

理 学 療 法 士 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

２００

さ さ エ ー ル ポ イ ン ト 事 業 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１,０００

生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー
業 務 委 託 料

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

３,５００

認 知 症 初 期 集 中 支 援 事 業
医 師 派 遣 業 務 委 託 料 （ 単 価 契 約 ）

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１００

地域包括支援センター運営業務委託料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ６ 年 度 ま で

１２６,０００

配 食 サ ー ビ ス 業 務 委 託 料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

６,０００

徘 徊 高 齢 者 位 置
確 認 業 務 委 託 料

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

１００

在宅歯科医療連携窓口設置委託料
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

２５０

事 項
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議第３４号 

 

令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算 

 

 令和３年度瑞浪市の駐車場事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２３，０００千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（一時借入金） 

第３条 法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、１０，０００千円と定める。 

 

令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二    
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(歳　入) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 使 用 料 及 び 手 数 料 ２２，５００

1 使 用 料 ２２，５００

2 繰 越 金 ５００

1 繰 越 金 ５００

財 産 収 入 ０

財 産 運 用 収 入 ０

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計 ２３，０００

(歳　出) (単位：千円)

款 項 金　　額

1 駐 車 場 事 業 費 １１，４４２

1 駐 車 場 管 理 費 １１，４４２

2 公 債 費 １１，０５８

1 公 債 費 １１，０５８

3 予 備 費 ５００

1 予 備 費 ５００

基 金 積 立 金 ０

基 金 積 立 金 ０

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計 ２３，０００

第１表　歳 入 歳 出 予 算
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第 ２ 表　　債 務 負 担 行 為

（単位：千円）

期 間 限 度 額

指 定 物 品 等 購 入 費
令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

８０

駅 北 駐 車 場 管 理 業 務 委 託 料
（ 清 掃 業 務 ）

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

７０

駅 北 駐 車 場 管 理 業 務 委 託 料
（ 料 金 収 納 業 務 ）

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

６７０

浪 花 駐 車 場 管 理
機 器 保 守 点 検 業 務 委 託 料

令 和 ３ 年 度 か ら
令 和 ４ 年 度 ま で

７００

事 項
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議第３５号 

 

令和３年度瑞浪市水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和３年度瑞浪市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１） 給水件数                  １５，２００件 

（２） 年間総配水量             ４，４００，０００㎥ 

（３） 一日平均配水量               １２，０５５㎥ 

（４） 主要な建設改良事業 

ア 緊急時給水拠点確保事業          １７２，０００千円 

イ 配水設備改良事業             １２４，５００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 水道事業収益            １，１２４，６００千円 

第１項 営業収益               ９２４，８７９千円 

第２項 営業外収益              １９９，７２１千円 

支      出 

第１款 水道事業費用            １，１０６，０００千円 

  第１項 営業費用             １，０７３，２９９千円 

  第２項 営業外費用               ２８，５３６千円 

  第３項 特別損失                   １６５千円 

  第４項 予備費                  ４，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額３３６，０００千円は、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額２０，３６２千円及び過年度分損益勘

定留保資金３１５，６３８千円で補填するものとする。）。 

収      入 
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 第１款 資本的収入               １４４，９００千円 

第１項 工事負担金               １０，５００千円 

第２項 分担金                 ２１，４２２千円 

第３項 出資金                 ７０，９７８千円 

第４項 補助金                 ４２，０００千円 

支      出 

第１款 資本的支出               ４８０，９００千円 

  第１項 建設改良費              ３０３，２７２千円 

  第２項 企業債償還金             １７７，６２８千円 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定める。 

（単位：千円） 

事  項 期  間 限 度 額 

指 定 物 品 等 購 入 費 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

８８ 

検 針 業 務 委 託 料 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

７，５００ 

水 質 検 査 等 委 託 料 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

７，８００ 

水 質 検 査 モ ニ タ ー 委 託 料 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

１，０００ 

ハ ン デ ィ タ ー ミ ナ ル 
シ ス テ ム 保 守 料 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

３００ 

ハ ン デ ィ タ ー ミ ナ ル 
機 器 保 守 料 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

１５０ 

配 水 管 事 故 賠 償 責 任 保 険 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

４５０ 

 （一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、５０，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額の流用することができる場合は、次の

とおりと定める。 

（１） 収益的支出 第１款水道事業費用のうち、第 1 項営業費用、第２

項営業外費用及び第３項特別損失に係る項間の流用 
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（２） 資本的支出 第１款資本的支出のうち、第１項建設改良費及び第

２項企業債償還金に係る項間の流用 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

 （１） 職員給与費                ４４，４８１千円 

（他会計からの補助金） 

第９条 政策的事由による水道拡張事業経費等負担のため、一般会計からこ

の会計へ補助を受ける金額は、４０，４９３千円である。 

（たな卸資産購入限度額） 

第１０条 たな卸資産の購入限度額は、１，０００千円と定める。 

 

  令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 
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議第３６号 

 

令和３年度瑞浪市下水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和３年度瑞浪市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１） 処理区域内水洗化人口            ２６，３００人 

（２） 年間総処理水量             ３，８７０，０００㎥ 

（３） 一日平均処理水量               １０，６０３㎥ 

（４） 主要な建設改良事業 

ア 公共下水道管渠布設事業           ２５，１８０千円 

イ 公共下水道管渠長寿命化事業         ９０，０００千円 

ウ ポンプ場整備事業             １１０，０００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 下水道事業収益           １，１７４，９００千円 

第１項 営業収益               ５５０，３９３千円 

第２項 営業外収益              ６２４，５０７千円 

支      出 

第１款 下水道事業費用           １，１６３，４００千円 

  第１項 営業費用             １，０５３，０８６千円 

  第２項 営業外費用              １０８，０８３千円 

  第３項 特別損失                   ２３１千円 

  第４項 予備費                  ２，０００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額３１９，２００千円は、当年度分消費
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税及び地方消費税資本的収支調整額１３，３２３千円及び損益勘定留保資

金３０５，８７７千円で補填するものとする。）。 

収      入 

 第１款 資本的収入               ４５０，０００千円 

第１項 企業債                １４７，８００千円 

第２項 負担金                  １，７００千円 

第３項 出資金                ２２０，５００千円 

第４項 補助金                 ８０，０００千円 

支      出 

第１款 資本的支出               ７６９，２００千円 

  第１項 建設改良費              ２３４，８２３千円 

  第２項 企業債償還金             ５３４，３７７千円 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のと

おりと定める。 

（単位：千円） 

事  項 期  間 限 度 額 

指 定 物 品 等 購 入 費 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で １５５ 

水洗便所等改造資金利子補給 
（ 令 和 ４ 年 度 分 ） 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ９ 年 度 ま で 

２９２ 

マ ン ホ ー ル ポ ン プ 
点 検 ・ 清 掃 業 務 委 託 料 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

５，８００ 

脱水ケーキ処理業務委託料 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

６２，４００ 

薬 品 購 入 費 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で １５，６００ 

測 定 検 査 業 務 委 託 料 
令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

１，９００ 

大 湫 処 理 施 設 
維 持 管 理 業 務 委 託 料 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

４，５００ 

大 湫 ク リ ー ン セ ン タ ー 
汚 泥 引 抜 業 務 委 託 料 

令 和 ３ 年 度 か ら 
令 和 ４ 年 度 ま で 

９００ 

ポ ン プ 場 耐 震 長 寿 命 化 
工 事 委 託 料 

令 和 ４ 年 度 １４０，０００ 
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（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のと

おりと定める。 

 （単位：千円） 

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法 

下 水 道 事 業 147,800 

普通貸借 

又は 

証券発行 

年３．０%以内 

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる政府資

金及び地方公共

団体金融機構資

金について、利

率見直しを行っ

た 後 に お い て

は、当該見直し

後の利率）  

 政府資金について

は、その融資条件によ

り、銀行その他の場合

には借入先と協定し、

その条件に従うものと

する。ただし、企業財

政の都合により据置期

間及び償還期限を短縮

し、もしくは繰上償還

又は低利に借換するこ 

とができる。 

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、２００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額の流用することができる場合は、次の

とおりと定める。 

 （１） 収益的支出 第１款下水道事業費用のうち、第１項営業費用、第

２項営業外費用及び第３項特別損失に係る項間の流用 

 （２） 資本的支出 第１款資本的支出のうち、第１項建設改良費及び第

２項企業債償還金に係る項間の流用 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

 （１） 職員給与費               １１０，８７５千円 

 （他会計からの補助金） 

第１０条 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受け

る金額は、１８，７５０千円である。 
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令和３年２月２６日 提出 

 

瑞浪市長 水 野 光 二 
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